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スコットキャラクターアグピー 阿
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町マ
スコットキャラクターアグピー 

老朽化などのために建て替えた英比小学校の屋内運動場が完成しました。　老朽化などのために建て替えた英比小学校の屋内運動場が完成しました。
３月６日の竣工式では、アトラクションで英比小学校音楽クラブと金管クラブが完成を祝　３月６日の竣工式では、アトラクションで英比小学校音楽クラブと金管クラブが完成を祝

う演奏、阿久比高校新体操部が新体操の披露を行い、式を盛り上げました。う演奏、阿久比高校新体操部が新体操の披露を行い、式を盛り上げました。

４月 ２２ 日は阿久比町議会議員選挙の投票日  …２Ｐ

パブリックコメント制度を導入  ……………３Ｐ

高額療養費の支給が一部変わります  ………４Ｐ

まちの話題  ……………………………………６Ｐ

あぐいぶらり旅（阿久比の道を行く）  ………１１Ｐ

税金の話  ………………………………………１２Ｐ
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※　英比投票所は、英比小学校です。
※　草木投票所は、草木公民館です。

みんなで投票にみんなで投票に
出掛けましょう出掛けましょう

住んでいる地区投 票 所投 票 区

横松・萩・宮津東 部 小 学 校東　 部

宮津団地・宮津山田宮 津 保 育 園宮津団地

板山・福住・福住園高台
坂部・阿久比団地※英比小学校英　 比

高根台高根台集会所高 根 台

白沢・白沢台
メイツ巽ヶ丘白 沢 区 民 館白　 沢

草木※草木公民館草　 木

卯之山・阿久比・椋岡
矢口中央公民館南館阿 久 比

高岡・植・大古根南 部 小 学 校南　 部

投投投投投投投投投投投投投投投投投投投投 票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票 場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所投　票　場　所

投　票　日 
 

□日時　４月２２日（日） 
　　　　午前７時～午後８時 
 
□場所　各投票所（下表） 
 
 

選挙会（開　票） 
 
　　□日時　４月２２日（日）　　 
　　　　　　　午後９時１５分～ 

　　□場所　中央公民館南館 

投
票
で
き
る
方

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
三
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
十
九
年
一
月
十
五

日
以
前
か
ら
阿
久
比
町
の
住
民
基
本
台
帳

に
登
録
さ
れ
、
投
票
を
行
う
日
ま
で
引
き

続
き
住
所
を
有
し
て
い
る
方
。

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

平
成
十
九
年
一
月
十
六
日
以
後
に
阿
久

比
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
今
回
の
選
挙

で
は
、
阿
久
比
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
投
票
で
き
ま
せ

ん
。投

票
を
行
う
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方

も
、
有
権
者
で
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
・
不
在
者
投
票

四
月
二
十
二
日
の
投
票
日
当
日
、
仕
事

や
旅
行
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
期
間　

四
月
十
八
日
（
水
）
か
ら

四
月
二
十
一
日
（
土
）
ま
で

◇
時
間　

午
前
八
時
半
か
ら

午
後
八
時
ま
で

◇
場
所　

阿
久
比
町
役
場

指
定
病
院
や
他
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

重
度
の
身
体
障
害
な
ど
一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在

者
投
票
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

阿
久
比
町
選
挙
管
理
委
員
会

�
（
４
８
）
１
１
１
１

（
内
２
０
７
・
２
３
７
）

菅原大地君の作品
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町民の皆さんと協働による町づくりを進めるために、パブリックコメント制度を導入します。
町民の町政への参加促進、町の説明責任、公正公平で開かれた町政を推進する目的で「パブリックコメント手続
に関する要綱」を作成し、４月１日から施行します。

��������	
�
町の基本的な政策を立案する過程で素案を公表し、内容について住民の皆さんから意見を募集します。
提出された意見などを考慮し、町としての意思決定を行い、意見などに対する町の考え方を公表します。

　平成 １９ 年度は「阿久比町生涯スポーツ振興計画」の策定についてパブリックコメントを実施する予定です。
　「阿久比町パブリックコメント手続に関する要綱」と「阿久比町パブリックコメント手続に関する要綱の考え方」
の全文は町ホームページ (http://www.town.agui.lg.jp) に掲載します。
□問い合わせ先　企画財政課　�（４８）１１１１（内３０３）

～～皆皆ささんんのの意意見見をを
募募集集ししまますす～～パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ ククククククククククククククククククククク コココココココココココココココココココココ メメメメメメメメメメメメメメメメメメメメメ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

町の基本的な施策の計画や条例などの素案の作成 

計画や条例などの実施・施行 

素案の公表 （町ホームページ・ 
　担当窓口・広報など） ◎計画や条例などの素案 

◎趣旨・目的・背景 
◎関連資料 

意見募集 

１ １ 

結果の公表 （町ホームページ・ 
　担当窓口・広報など） 

◎提出された意見の概要 
◎意見などに対する町の考え方 
◎素案を修正した場合は、修正内容 

※条例などの場合は、議会に提案、可決された後になります。 

５ ５ 

（１カ月程度） 
提出方法 
住所・氏名を明記し、e-mail・郵便・ 
FAX・担当課窓口への書面提出 

２ ２ 

提出された意見などを考慮 
意見を取り入れる場合 

３ ３ 

計画や条例などについて町としての意思決定 ４ ４ 

意見を取り入れない場合 

意見などに基づき素案 
を修正 

町の考え方、取り入れな 
い理由を説明 
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◎自己負担額の計算方法
①　月ごと（１日から末日まで）の受診について計算。
②　２つ以上の病院や診療所に掛かった場合は別々に計算。
③　同じ病院・診療所でも歯科は別計算。外来・入院も別計算。
　　（外来は診療科ごとに計算する場合があります。）
④　入院時の食事代や保険のきかない差額ベッド料などは支給の対象外。

※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯にあたります。
※２　過去１２カ月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合は、４回目以降の限度額を超えた分が支給

されます。

◎「限度額適用認定証」の交付を受けてください
①　自己負担限度額は所得区分によって異なります。国民健康保険に申請をして限度額適用認定証の交付を受けて、
入院する場合には医療機関に認定証を提示してください。窓口での支払いが自己負担限度額までとなります。
②　国民健康保険税を滞納していると、認定証の交付が受けられない場合があります。

※　外来の場合は、従来どおり医療機関で１カ月に支払う窓口負担額が自己負担限度額を超えた場合、いった
ん費用を払い、その超過分は後日の申請で国民健康保険から高額療養費として払い戻されます。
※　同じ世帯で、２１，０００円以上の窓口負担がある場合は、合算して１カ月の自己負担限度額を超えた分が、後
日の申請で国民健康保険から払い戻されます。

国民健康保険の加入者で７０歳未満の被保険者（保険の対象になる人）は、医療機関で１カ月に支払った窓口負
担額が自己負担限度額を超えた場合、その超過分は後日の申請で高額療養費として払い戻されていました。
４月１日から入院時には、自己負担限度額までの支払いで済むように変わりました。

問い合わせ先　
保険課国保係

　�（４８）１１１１（内２１４・２１６）

　７７７７７７７７７７７７７７００００００００００００００７０歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳未未未未未未未未未未未未未未満満満満満満満満満満満満満満のののののののののののののの高高高高高高高高高高高高高高額額額額額額額額額額額額額額療療療療療療療療療療療療療療養養養養養養養養養養養養養養費費費費費費費費費費費費費費のののののののののののののの歳未満の高額療養費の
支支支支支支支支支支支支支支給給給給給給給給給給給給給給方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法がががががががががががががが一一一一一一一一一一一一一一部部部部部部部部部部部部部部変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたた　　　　　支給方法が一部変わりました

４月１日から

◎７０歳未満の自己負担限度額（月額）
４回目以降※２３回目まで所得区分

４４，４００円８０，１００円 +〔　　　　　　　　〕一 般

８３，４００円１５０，０００円+〔　　　　　　　　〕上 位 所 得 者 ※ １

２４，６００円３５，４００円　　　　　　　　　　　　　　住 民 税 非 課 税 世 帯

３月３１日まで  ４月１日から  

患
　
　
　
者 

国
民
健
康
保
険 

医
療
機
関 

外来・入院 入　院 

高
額
療
養
費
の
支
払
い 

「限度額適用認定証」の交付申請 自己負担分支払い 

後日、高額申請 

「限度額適用認定証」を交付 

「限度額適用認定証」を提示 
限度額までの支払い 

数カ月後、 
　高額療養費を支給 

患
　
　
　
者 

国
民
健
康
保
険 

医
療
機
関 

 

医療費が２６７，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％

医療費が５００，０００円を超えた
場合は、その超えた分の１％
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２市２町（阿久比町、大府市、豊明市、東浦町）で構成している東部知多衛生組合の平成１９年度
一般会計予算は、次のとおりです。
阿久比町の平成１９年度負担金は、２億７６８万６,０００円です。

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

（一般会計）

歳　出

金　　額科　　目

１４３万９,０００円議 会 費

６,１８６万円総 務 費

１４億２,５５８万１,０００円衛 生 費

５億７,３２６万９,０００円公 債 費

１，０００万円予 備 費

２０億７,２１４万９,０００円歳 出 合 計

歳　入

金　　額科　　目

１８億５４６万６,０００円分担金及び負担金

２億３，３８０万４,０００円使用料及び手数料

２,１２０万７,０００円財 産 収 入

１,０００万円繰 越 金

１６７万２,０００円諸 収 入

２０億７,２１４万９,０００円歳 入 合 計

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
平成１９年度

お
や
こ
き
ょ
う
し
つ

□
日
時

①
五
月
十
五
日（
火
）②
七
月
十
日（
火
）

③
九
月
十
一
日
（
火
）

午
前
十
時
〜

□
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

□
講
師　

中
日
子
ど
も
会　

山
崎
治
美
氏

□
内
容　

専
門
の
先
生
が
、
家
庭
で
簡
単

に
で
き
る
親
子
遊
び
を
教
え
ま
す
。

□
対
象　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
親

□
参
加
費　

二
百
円
（
一
回
一
講
座
）

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

□
日
時

五
月
十
日
（
木
）

〜
十
一
月
二
十
二
日
（
木
）

毎
週
木
曜
日
（
夏
休
み
期
間
は
休
み
）

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
四
十
五
分

□
場
所　

中
央
公
民
館
本
館
ほ
か

□
講
師　

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
ほ
か

□
内
容

工
作
や
季
節
行
事
を
通
じ
て
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
ま
す
。
親
子
で
友
達
を
た

く
さ
ん
作
り
ま
し
ょ
う
。

□
対
象　

平
成
十
六
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
親

□
参
加
費　

四
千
円
（
二
十
回
一
講
座
）

お
や
こ
た
い
そ
う
教
室

□
日
時

五
月
九
日
（
水
）
〜
七
月
十
一
日
（
水
）

毎
週
水
曜
日

午
後
三
時
〜
午
後
四
時

□
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室
、
中
央

公
民
館
南
館
ホ
ー
ル

□
講
師　

サ
ン
フ
ェ
ロ
ー
ズ　

川
元
照
子
氏
ほ
か

□
内
容

専
門
の
先
生
の
指
導
で
親
子
一
緒
に
楽

し
い
体
操
に
挑
戦
し
ま
す
。

□
対
象　

未
就
学
の
子
ど
も
と
そ
の
親

□
参
加
費　

二
千
円
（
十
回
一
講
座
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
６
２
・
２
８
０
）

い
ず
れ
の
講
座
も
、
四
月
二
十
三
日
（
月
）

か
ら
二
十
七
日
（
金
）
ま
で
、
電
話
で
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
込
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
（
初
め
て
参
加
さ
れ

る
方
を
優
先
し
ま
す
）。

平成１９年度

乳幼児期家庭教育講座

親子ふれあいひろばで楽しく遊ぶ親子
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卒業証書を受けとる中学生徒

卒園証書を母親に手渡すほくぶ幼稚園児

英比小学校 
屋内運動場完成 
英比小学校 
屋内運動場完成 

恩師にお礼を述べる生徒代表

��������	��������	

��������������������

���������	
��
���������	
��


町内の中学校（３月７日）と小学校（３月２０日）で卒業
式、幼稚園（３月１６日）と保育園（３月２４日、南部保育園
は２６日）で卒園式が行われました。
中学校で２１１人、小学校で２６４人、幼稚園で４２人、保育
園で２０２人が、これからの新生活に夢をふくらませ、思い
出の詰まった“学びや”から巣立って行きました。

アトラクションで演奏する英比小金管クラブと音楽クラブ

卒業証書を受けとる草木小児童

��������	
��������	


　老朽化などのために建て替えを行った、英比小学校の屋内運動
場（体育館）が完成しました。
　鉄筋コンクリート造り、延べ床面積１，２０３．６７５平方メートルでサ
ブトレーニングルームとミーティングルームを備えた新体育館に
生まれ変わりました。
　３月６日には竣工式と体育館開きが行われました。学校長が
「アーチ型の特徴のある屋根で、すごく明るく広い立派な体育館
が出来ました。みんなで喜びをかみしめましょう」と児童に語り、
児童たちは「この場に立つことができてとてもうれしい。新しい
体育館でたくさんの思い出をつくりたい」と話していました。
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

第１１回阿久比町近郊リレーカーニバル
大会が、３月１０日阿久比スポーツ村陸上競
技場で開かれました。
知多地方の学校やクラブに所属する小
学生と中学生約８５０人がスポーツ村に集い、
陸上競技に汗を流しました。
大会に参加した選手たちは、トラック種
目やフイールド種目に挑戦し、自己記録更
新を目指して一生懸命頑張っていました。

●男性がそば打ち体験
３月１７日、中央公民館本館で男性 1６人が、そば打ち体験を行
いました。
町社会福祉協議会が主催し「男性のための『地域デビュー』
講座」の一環で行われました。そば打ち体験を通じて交流を深
め、地域活動を始めるきっかけになればと開かれた講座。いつ
かは皆さんの前でそば打ちを披露してくれるかもしれません。

３月１５日、町内４つの小学校で「卒業お祝い給食会」が行われ、
小学校を卒業する６年生２６４人の児童が、先生や仲間と給食を食
べました。
会は町給食センターが企画して、この日は子どもたちが大好

きな献立のカレーライスのほかに、好きなものを選ぶバイキン
グ給食。南部小学校児童たちは一緒に給食を食べた栄養教諭に
「中学校にいってもたくさん食べるから、今以上においしい給
食を作ってね」と笑顔で話していました。

●給食で卒業を祝う

●公園デビューはいかがでしょう
３月６日、宮津特定土地区画整理地区内に公園が完成しまし
た。公園名は「さるこ公園」です。
広さが約２，０００平方メートルで、コンビネーション遊具、ブ
ランコ、鉄棒、バスケットゴール、トイレがあります。
春の暖かい日、家族で出掛けてみてはいかがでしょうか。

力走する子どもたち力強く選手宣誓

●阿久比の名を全国に
阿久比町商工会青年部が第９回商工会青年部全国大会まちづ

くり部門で表彰されました。今回の表彰は平成１７年１１月に青年
部が企画した「ギネスブックに挑戦世界一のおむすびアート」
が高く評価されました。
３月８日町長室を訪れた青年部の代表は「阿久比の名が全国

に広まるようなことをこれからも企画します」と話していまし
た。
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愛
知
県
で
は
、
災
害
に
対
す
る
正
し
い

知
識
や
防
災
活
動
の
技
術
を
習
得
し
た
地

域
の
実
践
的
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

「
あ
い
ち
防
災
カ
レ
ッ
ジ
」
を
平
成
十
四

年
度
か
ら
開
講
し
て
い
ま
す
。　

昨
年
度
の
「
あ
い
ち
防
災
カ
レ
ッ
ジ
」

で
は
、
二
百
八
十
三
人
の
受
講
修
了
者
が

「
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
に
な
り
ま
し

た
。阿

久
比
町
で
は
新
た
に
次
の
二
人
の
方

が
リ
ー
ダ
ー
の
仲
間
に
加
わ
り
計
九
人
に

な
り
ま
し
た
。

○　

竹
内
希
彦
さ
ん
（
高
根
台
）

○　

谷
内
幸
雄
さ
ん
（
高
根
台
）

「
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
は
、
地
域

住
民
へ
の
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
自
主
防
災
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
な
ど

を
対
象
に
、
防
災
講
演
を
実
施
し
て
い
ま

す
。講

演
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
防
災
交

通
課
�
（
４
８
）
１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

５９ 
 

防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

区　　　　域

横松、萩、宮津、板山の一部、卯坂の一部第１分団

板山、福住、白沢、卯坂の一部第２分団

草木第３分団

卯坂の一部、阿久比、椋岡、矢高の一部第４分団

植大、矢高の一部第５分団

「
あ
い
ち
防
災

リ
ー
ダ
ー
」の
活
動

三
月
十
一
日
、
阿
久
比
町
消
防
団
観
閲

式
が
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
第
二
駐
車
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
五
十
八
人
の
消
防
団
員
は
、

分
列
行
進
、
消
防
操
法
、
小
隊
訓
練
、
放

水
訓
練
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果

を
来
賓
な
ど
の
前
で
披
露
し
ま
し
た
。

次
の
皆
さ
ん
が
優
良
消
防
団
員
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　　
　
　
  
（
敬
称
略
）

▽
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰　

精
績
賞

榊
原
和
宏
▽
半
田
警
察
署
管
内
消
防
警
察

協
議
会
長
表
彰　

青
木
勝
伸
（
第
一
分
団

班
長
）
石
川
義
高
（
第
二
分
団
部
長
）
石

原
雅
文
（
第
三
分
団
班
長
）
佐
藤
直
也

（
同
団
員
）
新
海
武
久
（
第
四
分
団
同
）

新
美
友
徳
（
第
五
分
団
同
）
▽
阿
久
比
町

長
表
彰　

西
畠
大
祐
（
第
一
分
団
団
員
）

上
田
公
彦
（
第
二
分
団
副
分
団
長
）
古
川

真
（
第
三
分
団
団
員
）
榊
原
善
成
（
第
四

分
団
同
）
佐
藤
貴
浩
（
第
五
分
団
部
長
）

▽
阿
久
比
町
消
防
団
長
表
彰　

新
美
陽
一

郎
（
第
一
分
団
団
員
）
田
中
俊
充
（
同
）

橋
村
仁
生
（
第
二
分
団
団
員
）
竹
内
辰
徳

（
第
三
分
団
同
）
西
村
裕
也
（
同
）
林
秀

晃
（
第
四
分
団
同
）
片
山
健
児
（
第
五
分

団
同
）

阿
久
比
町
消
防
団
で
は
、
災
害
か
ら
地

域
を
守
る
た
め
の
消
防
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

心
身
と
も
に
健
康
で
、
満
十
八
歳
以
上

の
方
（
町
内
に
在
住
在
勤
）
で
あ
れ
ば
入

団
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課
防
災
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり団員がりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりしししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿姿をををををををををををををををををををを披披披披披披披披披披披披披披披披披披披披露露露露露露露露露露露露露露露露露露露露い姿を披露

消
防
団
員
募
集

町町
民民
のの
生生
命命
とと
財財
産産
をを

守守
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
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症
状
が
な
い
場
合
が
多
く
、
気
が
付
い
た

と
き
に
は
病
気
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る

怖
い
病
気
で
す
。

機
会
あ
る
ご
と
に
日
常
生
活
を
振
り
返

り
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
生
き
生
き

と
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

『
生
活
習
慣
病
編
』

生
活
習
慣
病
と
は
、
不
規
則
な
食
生
活
、

運
動
不
足
、
喫
煙
な
ど
が
原
因
で
引
き
起

こ
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
で
、
が
ん
、
脳
卒

中
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
約
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
自
覚

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

１０年後の目標値現　状　値

４５．０％
青年期　 ９．４％
壮年期　２３．９％
高齢期　３６．６％

①　生活習慣をすでに改めている人の割合

３５．０％
青年期　２０．３％
壮年期　２８．６％
高齢期　２９．３％

②　適正体重を認識し、体重コントロールを
実践する人の割合

７０．０％
青年期　６４．１％
壮年期　６２．５％
高齢期　５２．８％

③　自分を健康だと思っている人の割合

男　性　１０．０％
女　性　１５．０％

男　性　１９．３％
女　性　２０．３％④　肥満の人の割合

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う
！

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
丈
夫
に
暮
ら
せ
る

＜

生
活
習
慣
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト＞

① 　

体
を
動
か
す

運
動
を
す
る
と
、
肥
満
な
ど
の
予
防
に

な
る
だ
け
で
は
な
く
、
体
力
づ
く
り
や
ス

ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま
す
。
定
期
的
に

運
動
す
る
時
間
を
つ
く
る
こ
と
が
難
し
い

方
は
、
日
常
生
活
の
中
で
意
識
的
に
体
を

動
か
し
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
体
操
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を
し
て
、

み
ん
な
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
き
ま
せ

ん
か
。
日
々
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る

た
く
さ
ん
の
方
と
会
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

毎
月
第
二
木
曜
日(

四
月
は
十
二
日) 　

午
後
七
時
半
〜
午
後
九
時

□
会　

場　
　

英
比
小
学
校
体
育
館

※　

今
年
度
は
、
会
場
が
「
ふ
れ
あ
い
の

森
体
育
室
」
か
ら
「
英
比
小
学
校
体
育
館
」

へ
変
更
に
な
り
ま
す
。

② 　

健
康
診
断
を
受
け
る

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

つ
な
が
り
ま
す
。
自
分
の
現
在
の
体
の
状

態
を
知
る
た
め
に
も
、
年
に
一
度
は
健
康

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

職
場
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な

い
十
六
歳
以
上
の
方
は
住
民
検
診
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

体を動かし、生活習慣病の予防を 体を動かし、生活習慣病の予防を 

日
時
や
会
場
は
「
住
民
検
診
の
お
知
ら

せ
」（
三
月
二
十
九
日
に
全
戸
配
布
）
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

今
年
度
は
、「
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育

室
」で
の
住
民
検
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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阿久比町に吹奏楽団の設立を目指して吹奏楽講座を
開催します。オーディションなどはありません。吹奏
楽団設立の第一歩に参加してみませんか。
◇参加資格
吹奏楽に興味がある方で原則町内に在住、在勤、在
学をしている方で１５歳以上で中学校を卒業している方。
木管・金管・打楽器を持っている方
◇練習日　日曜日の午後６時から月２回程度
◇受講料　年３，０００円
◇問い合わせ先　社会教育課公民館係
�（４８）１１１１（内２６０）

小学生などを対象に、ものづくりを通して科学的な
考えや興味、関心を追求する場を提供し、技術の向上
を目指しながら創造性豊かな人間形成を図ることを目
的とする「阿久比町少年少女発明クラブ」の発足を計
画しています。
全国で約２００の発明クラブがあり、知多半島内でも現

在３つのクラブが活動しています。
子どもに技術などの指導をしていただける方は、ぜ

ひ応募してください。
◇問い合わせ先　社会教育課公民館係
�（４８）１１１１（内２６０）

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明クククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導導員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「 吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹 奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏 楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽 講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講 座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座 ををををををををををををををををををををを 開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開 催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催 」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

次
男　
　
 
松 
平 　

ま
つ    
だ
い
ら

 
康  
俊 

や
す 
と
し

弘
治
元
（
一
五
五
五
）
年
父
は
坂
部
城

主
久
松
俊
勝
、
母
は
於
大
の
方
（
伝
通
院
）

の
次
男
と
し
て
誕
生
。
名
は
勝
俊
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
幕
府
初
代
将
軍
徳
川

家
康
は
異
父
兄
に
あ
た
り
ま
す
。

永
禄
六
（
一
五
六
三
）
年
九
歳
の
時
、

家
康
の
命
令
に
よ
り
当
時
敵
対
関
係
に

あ
っ
た
、
駿
河
国
（
現
静
岡
県
）
今
川
氏

の
人
質
に
な
り
ま
し
た
。

永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
十
四
歳
の

時
、
駿
河
国
が
武
田
信
玄
の
侵
攻
を
受
け
、

今
度
は
甲
斐
国
（
現
山
梨
県
）
に
人
質
と

し
て
送
ら
れ
ま
し
た
。

元
亀
元
（
一
五
七
〇
）
年
の
冬
、
十
六

歳
の
時
、
家
康
の
手
配
で
甲
斐
国
か
ら
逃

れ
る
途
中
、
両
足
の
指
を
凍
傷
で
失
っ
て

し
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
一
（
一
五
八
三
）
年
二
十
九
歳

の
時
、
家
康
よ
り
幼
少
か
ら
の
忠
勤
を
た

た
え
ら
れ
、
駿
河
国
の
久
能
城
（
現
静
岡

県
静
岡
市
）
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
三

年
後
の
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
年
に
三

十
三
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

康
俊
の
娘
婿
に
は
水
野
忠
分
の
子
松
平

勝
政
が
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子

孫
は
多
古
藩
主
（
下
総
国
、
現
千
葉
県
）

と
な
り
、
旗
本
に
も
な
り
ま
し
た
。

康
俊
の
墓
所
は
静
岡
県
浜
松
市
の
西
来

院
に
あ
り
ま
す
。

（
一
部
『
お
大
の
方
物
語
』
か
ら
引
用
）

戦
国
時
代
に
阿
久
比
で
生
誕
し
た
三
兄
弟

前
回
の
長
男
「
康
元
」
に
つ
づ
き
、
今
回
は
次
男
「
康
俊
」
を
紹
介
し
ま
す
。

三兄弟が生をうけた坂部城跡（現在城山公園）
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日
曜
日
、
友
人
と
二
人
で
阿
久
比
駅
発

午
前
九
時
十
一
分
の
名
古
屋
方
面
に
向
か

う
名
鉄
電
車
に
乗
り
、
三
つ
目
の
駅　
 
ヶ

丘
で
降
り
る
。    
ヶ
丘
駅
西
前
の
道
路
付

近
が
、
阿
久
比
地
内
で
の
県
道　

線
最
北

５５

端
。
今
回
は
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
県

道
を
南
に
下
る
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

日
差
し
は
春
。
良
い
天
気
だ
が
、
風
は

強
く
、
朝
セ
ッ
ト
し
た
髪
が
乱
れ
る
。
開

店
前
の
ス
ー
パ
ー
入
口
に
行
列
が
出
来
て

い
る
。
日
曜
特
売
を
目
当
て
に
並
ん
で
い

る
買
い
物
客
だ
ろ
う
（
た
ま
に
開
店
前
に

並
ぶ
こ
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
並
ん
で
い
る

人
た
ち
の
目
つ
き
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
間

違
い
な
い
）。風
に
乗
っ
て
食
欲
を
そ
そ
る

揚
げ
物
の
に
お
い
が
流
れ
て
く
る
。
県
道

の
車
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
横
目
に
歩
を
進

め
る
。

道
端
の
所
ど
こ
ろ
に
タ
ン
ポ
ポ
や
ツ
ク

シ
が
目
立
つ
。
阿
久
比
川
と
草
木
川
の
合

流
付
近
で
菜
の
花
が
一
面
に
広
が
る
場
所

を
見
つ
け
た
。
黄
色
の
鮮
や
か
さ
が
と
て

も
ま
ぶ
し
い
。
そ
の
風
景
を
写
真
で
残
そ

う
と
カ
メ
ラ
で
撮
影
を
始
め
る
。
友
人
が

「
僕
が
モ
デ
ル
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
」
と

笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
掛
け
て
き
た

の
で
カ
メ
ラ
を
し
ま
っ
た
。

途
中
で
休
憩
を
取
る
こ
と
に
し
た
。
ま

ん
じ
ゅ
う
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
、
春
ら
し

く
�
桜
餅
�
を
二
つ
購
入
。
県
道
か
ら
少

し
道
を
外
れ
、
坂
部
駅
前
の
ベ
ン
チ
に
座

り
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
桜
餅
を

食
べ
る
。

先
ほ
ど
か
ら
女
性
の
笑
い
声
が
気
に
な

る
。
休
憩
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
少
し
離

れ
た
ベ
ン
チ
に
、
若
い
女
性
が
二
人
楽
し

そ
う
に
話
し
込
ん
で
い
る
。�
シ
ャ
イ
�
な

私
た
ち
だ
が
思
い
切
っ
て
話
し
掛
け
て
み

る
。「

天
気
が
良
い
の
で
、
外
で
お
し
ゃ
べ

り
を
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
の
素
敵
な
二

人
は
阿
久
比
在
住
の
十
九
歳
の
学
生
。『
あ

ぐ
い
ぶ
ら
り
旅
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る

と
言
っ
て
く
れ
た
。
北
の
方
か
ら
ず
っ
と

歩
い
て
き
た
こ
と
を
話
す
と
「
本
当
で
す

か
。
す
ご
い
で
す
ね
」
と
感
動
し
て
く
れ

る
。「

僕
た
ち
阿
久
比
を
歩
い
て
回
っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、
こ
の
町
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
。「
田
ん
ぼ
が

多
く
て
、
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で
す
」
と
答

え
が
返
っ
て
き
た
。

女
性
た
ち
と
別
れ
、
少
し
歩
く
と
友
人

が
「
今
ど
き
の
若
い
子
に
し
て
は
好
感
の

持
て
る
、
素
朴
な
二
人
だ
っ
た
な
あ
」
と

う
な
ず
き
な
が
ら
ひ
と
り
で
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
。「
顔
を
赤
く
し
て
、
女
性
と
話
す
君

も
素
朴
で
純
情
だ
よ
」
と
私
が
言
う
と
、

友
人
は
照
れ
く
さ
そ
う
に
顔
を
赤
く
し
て
、

頭
を
か
い
て
い
た
。

役
場
ま
で
歩
い
て
今
回
の
旅
を
終
え
た
。

次
回
は
さ
ら
に
南
下
を
続
け
よ
う
と
思
う
。

色鮮やかに咲く菜の花
草木川 

知
多
半
島
道
路 

役場 

阿
久
比
川 

55

名
鉄
河
和
線 

　
ヶ
丘
駅 

白
沢
駅 

坂
部
駅 

阿
久
比
駅 

道端のツクシ
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土
地
・
家
屋
の
課
税
で
よ
く
あ
る
質
問

を
紹
介
し
ま
す
。

【
土 
地
】

私
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
に
自

己
所
有
地
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、

平
成
十
九
年
三
月
に
は
買
主
へ
の
所

有
権
移
転
登
記
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
の
固
定
資
産
税
は
誰

に
課
税
さ
れ
ま
す
か
。

平
成
十
九
年
度
の
固
定
資
産
税
は
、

あ
な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
地
方
税

法
は
賦
課
期
日
（
毎
年
一
月
一
日
）

現
在
、
登
記
簿
に
所
有
者
と
し
て
登

記
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、
そ
の
年

度
分
の
固
定
資
産
税
を
課
税
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

【
家 
屋
】

私
は
、
平
成
十
五
年
十
月
に
住
宅

を
新
築
し
ま
し
た
が
、
今
年
（
平
成

十
九
年
度
分
）
か
ら
家
屋
の
税
金
が

急
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。

新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
一
定
の

要
件
に
あ
た
る
住
宅
は
、
住
宅
床
面

積
の
一
二
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を

限
度
と
し
て
、
新
た
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度

か
ら
三
年
度
分
（
三
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
に
つ
い
て
は
五
年
度

分
）
に
限
り
、
固
定
資
産
税
額
が
二

分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

質
問
の
場
合
、
平
成
十
六
、
十
七
、

十
八
年
度
分
に
つ
い
て
は
固
定
資
産

税
額
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
九
年
度
か
ら
は
軽
減
措
置
が

な
く
な
り
、
本
来
の
税
額
と
な
っ
た

た
め
で
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

前　

納　

制　

度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
、
第
一

期
分
の
納
期
限
五
月
一
日（
火
）ま
で
に
、

全
期
分
ま
と
め
て
納
付
す
る
と
、
報
奨
金

が
年
間
の
税
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

五
月
一
日
の
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
報

奨
金
制
度
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
は
、
前
納
制
度
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
全
期
と
期
別
の
二
種
類
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

五
月
一
日（
火
）に
振
り
替
え
ま
す
の
で
預

金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２

１
８
・
２
３
１
）

問答問

答

◇
不
動
産
登
記
、

商
業
・
法
人
登
記
の
申
請

名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局
が
管
轄
す
る

土
地
・
建
物
、
商
業
・
法
人
に
つ
い
て
の

登
記
申
請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　

従
来
ど
お
り
書
面
に
よ
る
登
記
申
請

も
で
き
ま
す
。

◇
登
記
事
項
証
明
書
な
ど
の
送
付
請
求

登
記
記
載
事
項
証
明
書
、
会
社
な
ど
の

代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
の
請
求
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
行
え
ま
す
。(

請
求
し

た
証
明
書
は
郵
送
し
ま
す
。)

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
送
付
請
求
の
手
数

料
は
登
記
事
項
証
明
書
が
一
通
に
つ
き
七

百
円
、
印
鑑
証
明
書
が
一
通
に
つ
き
五
百

円
で
す
。（
手
数
料
に
は
普
通
郵
便
に
よ
る

送
料
が
含
ま
れ
ま
す
。）

◇
登
記
識
別
情
報
の
新
設

不
動
産
登
記
に
つ
い
て
、登
記
済
証（
権

利
証
）
を
廃
止
し
、「
登
記
識
別
情
報
の
通

知
」
と
「
登
記
完
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

今
ま
で
に
交
付
し
た
登
記
済
証
（
権
利

証
）
は
、
今
後
も
書
面
で
す
る
登
記
申
請

の
添
付
書
類
で
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
不
動
産
番
号
の
新
設

名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局
管
轄
の
土

地
・
建
物
に
は
、
各
物
件
に
地
番
、
家
屋

番
号
と
は
別
に
「
不
動
産
番
号
」
が
付
き

ま
す
。
不
動
産
番
号
は
登
記
事
項
証
明
書

や
登
記
完
了
証
な
ど
に
表
示
し
ま
す
。

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
利
用
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
国
民
の
祝
日
・
休

日
、
十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日
の

年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

◇
問
い
合
わ
せ
先

名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局　

�（
２
１
）１
０
９
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://shinsei.m
oj.go.jp/

不動産登記・商業法人登記

オンライン申請システムを導入
名古屋法務局半田支局
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実施会場受付時間 期    日実施会場受付時間期    日

登録と予防注射の
日　程

萩老人憩の家 ９：３０～ ９：５０

５月１７日（木）

高根台集会所 ９：３０～１０：１０

４月１７日（火）

宮津山田集会所１０：００～１０：４０日生コーポ原前１０：２０～１０：５０

福住園高台東公園１１：００～１１：３０白沢台中央公園１１：００～１１：３０

高根台集会所１３：００～１３：３０白沢公会堂１３：００～１３：３０実施会場受付時間期    日

白沢区民館１３：４０～１４：１０草木公民館１４：００～１５：１０横松公民館 ９：３０～ ９：５０

４月１６日（月）

草木公民館１４：３０～１５：１０図書館駐車場１０：００～１０：４０

４月１８日（水）

宮津公民館１０：００～１０：４０

図書館駐車場 ９：５０～１０：２０

５月１８日（金）

矢口公民館１１：００～１１：３０宮津山田集会所１０：５０～１１：３０

丸山公園武道場１０：３０～１１：００植公民館１３：００～１３：５０阿久比団地内公園１３：００～１３：３０

高岡老人憩の家１１：１０～１１：３０大古根公民館１４：００～１４：３０福住老人憩の家１３：４０～１４：１０
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保健センター１３：５０～１４：２０

飼
い
犬
は
必
ず
登
録
（
一
生
涯
一
回
）

し
、
年
に
一
回
の
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

登
録
済
み
の
飼
い
犬
は
、
予
防
注
射
の

み
受
け
て
く
だ
さ
い
。

未
登
録
の
犬
や
、
新
た
に
犬
を
（
生
後

九
十
一
日
以
上
）
飼
い
始
め
た
方
は
、
登

録
と
予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
料　

金

・　

登
録
料
金
一
頭
に
つ
き
三
千
円
で
す
。

・　

予
防
注
射
料
金
一
頭
に
つ
き
三
千
三

百
円
で
す
。

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
必
ず
獣
医
院
で
予
防
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

�・　

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き
。

・　

飼
い
犬
、
飼
い
主
の
住
所
地
が
変

わ
っ
た
と
き
。

・　

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
。

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で
す

�・　

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

・　

犬
の
鑑
札
、
予
防
注
射
票
は
必
ず
首

輪
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・　

予
防
注
射
通
知
書
が
届
い
て
い
る
場

合
は
必
ず
会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・　

獣
医
院
で
受
け
る
場
合
も
、
予
防
注

射
通
知
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

登
録
・
注
射
会
場
に
出
か
け
る
と
き
は

　
 　

年
に
一
回
は

　
　
　
　
 　

狂
犬
病
予
防
注
射
を

家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出
す
る
生
ご

み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
装
置
の
購
入
費
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

□
対　

象

生
ご
み
堆
肥
化
装
置
（
容
器
・
処
理
機
）

□
補
助
対
象
者
な
ど

阿
久
比
町
在
住
の
方
で
、
一
世
帯
に
つ

き
処
理
機
と
容
器
そ
れ
ぞ
れ
一
回
限
り
で

す
。
容
器
に
つ
い
て
は
、
一
回
に
二
基
ま

で
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
補
助
金
の
額

処
理
機
・
容
器
と
も
購
入
金
額
の
二
分

の
一
。
た
だ
し
、
処
理
機
に
つ
い
て
は
二

万
円
、
容
器
に
つ
い
て
は
千
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

□
申
請
方
法

購
入
予
定
の
方
に
は
、
環
境
衛
生
課
窓

口
（
保
健
セ
ン
タ
ー
一
階
）
で
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
。
申
請
書
の
裏
面
に
販
売
店

で
販
売
証
明
を
し
て
も
ら
い
、
領
収
書
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
交
付
は
、
口
座
振
替
と
な
り

ま
す
の
で
、
請
求
書
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
の
際
に
は
、
印

鑑
と
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

補
助
金
を
交
付 

生
ご
み
処
理
機
・
容
器
購
入
費 

補
助
金
を
交
付 

生
ご
み
処
理
機
・
容
器
購
入
費 
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愛
知
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
知
多
支
部

（
労
福
協
）
の
主
催
（
後
援
阿
久
比
町
ほ

か
）
で
、
写
生
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時　

四
月
八
日（
日
）　

午
前
十
時
〜

午
後
二
時
（
当
日
が
雨
天
の
と
き
は
、

四
月
十
五
日
（
日
）
に
順
延
）

□
会
場　

ふ
れ
あ
い
の
森

□
参
加
対
象
者　

知
多
半
島
五
市
五
町
に

在
住
の
家
族
（
幼
児
、
小
学
生
に
は
参

加
賞
有
り
）

□
表
彰　

県
知
事
賞
、
中
日
新
聞
社
賞
、

な
ど
優
秀
作
品
に
は
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
呈
。

□
作
品
展　

六
月
以
降
に
中
央
公
民
館
本

館
で
開
催
し
ま
す
。

□
申
し
込
み　

事
前
の
申
し
込
み
は
行
い

ま
せ
ん
。
当
日
、
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理

事
務
所
前
で
受
け
付
け
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

労
福
協
事
務
局

�（
２
１
）
４
０
３
２

�

家
内
労
働
（
内
職
）
な
ど
で
行
わ
れ
る
、

セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど
の
ニ
ッ

ト
製
品
製
造
の
最
低
工
賃
が
二
月
二
十
八

日
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
工
賃
の
廃
止
は
、
愛
知
労
働
局
長

が
愛
知
地
方
労
働
審
議
会
の
答
申
を
受
け

て
決
定
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
労
働
基

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

準
部
賃
金
課　

�
０
５
２（
９
７
２
）０
２

５
８　

半
田
労
働
基
準
監
督
署　

�（
２

１
）
１
０
３
０

�
家
庭
の
経
済
的
な
理
由
で
、
就
学
が
困

難
な
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
に
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど

を
支
給
し
ま
す
。

□
就
学
援
助
の
対
象
者
（
阿
久
比
町
在
住

の
方
）

〈
準
要
保
護
〉

・　

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ

た
方

・　

町
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ

た
方

・　

個
人
事
業
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
が

減
免
さ
れ
た
方

・　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
ま
た
は

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
方

・　

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
方

・　

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

た
方

・　

そ
の
ほ
か
経
済
的
理
由
で
困
っ
て
い

る
方
で
、
教
育
委
員
会
が
援
助
を
必
要

と
認
め
た
方

〈
要
保
護
〉

・　

生
活
保
護
世
帯

□
申
請
方
法

　

準
要
保
護
の
方
は
、
児
童
・
生
徒
の
在

学
す
る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

添
付
書
類
と
し
て
所
得
証
明
書
な
ど

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

要
保
護
の
方
で
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
方
は
住
民
福
祉
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
自
衛
官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所

�（
２
１
）０
０
０
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aichi.plo.jda.go.jp

�

�

�

�

�

�

Information

お知らせ  
InformationInformation

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

試験期日受付期間受験資格募集種目

１次　５月１９・２０日
（２０日は飛行要員のみ）

２次　６月１９日～２１日のうち指定す
る１日

３次　７月１８日～８月２日
（海・空自衛隊飛行要員のみ）

４月１日～
　　５月１１日

平成２０年４月１日現在、２０歳以上２６歳未
満の方（２２歳未満は大卒（見込含む））、
大学院修士学位取得者（海上技術幹部候
補生志願者は、理工学修士学位取得者に
限る）および自衛官は２８歳未満の方

一般
・
技術

幹部候補生

１次　５月１９日
２次　６月１９日～２１日のうち指定す

る１日

平成２０年４月１日現在、専門の大卒（見込
含む）２０歳以上３０歳未満の方（薬剤は２６歳
未満の方（薬学修士学位取得者は２８歳未
満））

歯科
・
薬剤

５月中旬予定
年間を通じて
行っています。

１８歳以上２７歳未満の方
２等陸海空士
（男子）

支　給　内　容対　象　者
項　
　

目

学用品費・通学用品費
校外活動費（宿泊を伴わない）準要保護

学
用
品
費

小・中学校に入学する児童・生
徒が通常必要とする学用品費お
よび通学用品費

準要保護　
　小学１年生
　中学１年生

新
入
学
児
童
・

生
徒
学
用
品
費

児童・生徒が修学旅行に参加す
るため直接必要な交通費、宿泊
費、見学料、記念写真代、医薬
品、旅行傷害保険料の費用

準要・要保護　
　小学６年生
　中学３年生

修
学
旅
行
費

学校が保護者に徴収する給食費
の全額準要保護

学
校
給
食
費

学校保健法施行令第７条に定め
る疾病における自己負担額準要保護

医
療
費

校外活動費（宿泊を伴うもの）・
キャンプなどに参加するため直
接必要な費用

準要保護　
　小学５年生
　中学１・２年生

校
外
活
動
費

就 学 援 助 の 内 容
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�
愛
知
県
道
路
公
社
で
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用

者
に
、
割
引
を
行
い
ま
す
。

□
開
始
日
時　

四
月
一
日（
日
）
午
前
零
時

□
割
引
内
容

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
実
施

平
成
十
八
年
九
月
か
ら
一
部
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
月
間
利
用
額
に
応
じ
て
加

算
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
追
加
し
ま
す
。

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

カ
ー
ド
割
引

月
間
利
用
額
に
応
じ
た
割

引
率
を
適
用
し
て
割
引
し

ま
す
。

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
夜
間
・
早
朝
割
引

午
後
十
時
か
ら
午
前
零
時

ま
で
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
午

前
零
時
か
ら
午
前
六
時
ま

で
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
通
行

料
金
を
割
引
し
ま
す
。

□
割
引
対
象
路
線

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

知
多
半
島
道
路
、
南
知
多
道
路
、
知
多

横
断
道
路
、
中
部
国
際
空
港
連
絡
道
路
、

猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

※　

猿
投
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
で
は
夜
間
・

早
朝
割
引
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
道
路
公
社
総

務
部
業
務
課　

�
０
５
２
（
９
６
１
）

１
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.aichi－

dourokousha.
or.jp/

�
小
坂
井
お
や
じ
の
会（
愛
知
県
小
坂
井

町
）で
は
、県
内
各
地
の
お
や
じ
の
会
と
連

携
を
図
る
た
め
、（
仮
称
）愛
知
お
や
じ
の

会
連
絡
協
議
会
設
立
の
た
め
の
参
加
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育

課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
２
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

□
対
象　

第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格
取

得
を
目
指
す
方

□
日
時　

五
月
十
九
日（
土
）と
二
十
日

（
日
）　

一
日
目
は
午
前
九
時
十
分
〜

午
後
四
時
半
（
二
日
目
は
午
後
三
時
四

十
分
ま
で
）

□
場
所　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

□
定
員　

十
人

□
受
講
料　

二
千
三
百
円

□
募
集
期
間　

四
月
十
二
日
〜
二
十
七
日

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

�
０
５
６
６
（
５
３
）
０
０
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　
 h

ttp
://

w
w
w
.pref.aichi.jp/shugyo/kouk

you/takaham
a/

Information

今今月月のの納納税税ななどど

固定資産税　全・１期分

都市計画税　全・１期分

納期限は５月１日（火）です
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阿久比スポーツ村を走ろう
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
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　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，２０９　　（　２）

人　口　２５，００９人（　１７）

　男　　１２，３９５人（　１１）

　女　　１２，６１４人（　６）

（　　）は前月との増減数

２月中の異動

　出生　１６　転入　１０２

　死亡　１２　転出　 ８９

平成１９年３月１日現在

人 口 と 世 帯

４月１日（日）
高岡地区の天満社で高岡獅子館（平成７
年１月４日指定）の披露が行われます。

４月７日（土）、８日（日）
萩地区で萩大山車（平成２年１０月１日指
定）の引き回しが行われます。

４月１４日（土）、１５日（日）
宮津地区で宮津北組山車と南社山車
（共に平成２年１０月１日指定）の引き回
しが行われます。

大古根地区で八幡社山車（平成２年１０
月１日指定）の引き回しが行われます。

４月２１日（土）、２２日（日）
横松地区で横社山車（平成４年２月１７日
指定）の引き回しが行われます。

問い合わせ先
社会教育課
�（４８）１１１１（内２６２）


